
令和3年5月15日

寄

　

稿

明
治
大
正
の
日
記
か
ら
読
み
解
く
も
の

榎

　

本

　

龍

　

治

北
区
教
育
委
貞
会
か
ら
文
化
財
研
究

紀
要
別
冊
『
高
木
助
一
郎
日
記
調
査
報

告
書
2
』
　
が
刊
行
さ
れ
た
。
1
0
年
前
に

刊
行
さ
れ
た
同
報
告
書
1
に
続
き
、
明

治
4
3
年
か
ら
大
正
元
年
ま
で
の
3
年
間

を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
高
木
助
一
郎
日
記
」
は
北
区
の
有
形

文
化
財
（
古
文
書
）
　
に
指
定
さ
れ
、
中

央
図
書
館
「
北
区
の
部
屋
」
　
に
お
い
て

日
記
の
原
文
複
写
物
が
全
冊
一
般
に
公

開
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
の
解
説
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
明
治
大
正
戦

前
期
の
公
文
書
が
一
部
し
か
残
さ
れ
て

い
な
い
当
地
域
に
お
い
て
、
長
く
地
元

の
公
職
に
あ
っ
た
高
木
助
一
郎
の
日
記

は
、
公
的
資
料
の
欠
落
を
補
う
貴
重
な

情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
利
用
方

法
は
多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
ら
れ
、
私

も
こ
れ
ま
で
様
々
な
場
面
で
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

私
の
祖
父
　
（
鉦
二
）
　
は
、
荒
川
小
学

校
で
高
木
助
一
郎
さ
ん
と
同
級
生
で

あ
っ
た
た
め
、
日
記
に
は
度
々
登
場
す

る
し
、
曽
祖
父
や
祖
父
の
兄
弟
た
ち
の

名
前
も
よ
く
出
て
く
る
。
会
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
親
族
た
ち
の
生
き
生
き

と
し
た
姿
が
記
述
さ
れ
て
い
れ
ば
、
正

に
血
が
騒
ぐ
思
い
で
読
む
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
地
域
の
失
わ
れ
た
行
事
や
風

俗
を
知
る
上
で
も
、
当
資
料
の
情
報
量

は
豊
富
で
あ
る
。
既
に
当
会
の
月
例

研
究
会
で
報
告
済
み
で
あ
る
が
、
私
は

十
条
地
区
の
雨
乞
行
事
に
つ
い
て
、
高

木
日
記
な
ど
を
基
に
そ
の
詳
細
な
様
子

を
明
ら
か
に
し
た
。
雨
乞
い
は
一
例
に

過
ぎ
ず
、
他
に
も
地
福
寺
の
十
夜
、
西

音
寺
の
植
木
市
、
下
十
条
御
岳
神
社
の

祭
礼
な
ど
様
々
な
定
例
行
事
の
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
他
、
例
え
ば
1
月
下
旬

の
夜
中
に
近
所
の
家
が
順
番
で
手
伝
い

合
っ
て
行
っ
た
「
寒
餅
」
を
鳴
く
風
習

や
、
自
宅
の
庭
に
咲
い
た
朝
顔
を
近
所

の
人
々
が
お
互
い
に
見
に
行
っ
た
り
来

た
り
す
る
風
習
な
ど
四
季
豊
か
な
行
事

風
俗
が
日
々
週
替
り
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

も
う
一
点
、
同
じ
時
期
に
同
じ
十
条

で
醍
醐
与
四
郎
氏
（
初
代
会
長
・
醍
醐

清
造
氏
の
父
）
　
も
膨
大
な
日
記
資
料
を

書
き
残
し
て
お
ら
れ
、
お
二
人
の
日
記

を
読
み
比
べ
る
こ
と
で
、
更
に
高
い
資

料
価
値
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
実
に
有

難
い
恩
恵
で
あ
る
。

会
員
の
高
木
基
雄
氏
や
有
馬
会
長
が

研
究
し
て
お
ら
れ
る
十
条
の
四
本
木
稲

荷
に
つ
い
て
も
、
両
日
記
か
ら
貴
重
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
陸
軍
砲

兵
工
廠
の
敷
地
と
し
て
買
収
さ
れ
た
同

神
社
は
明
治
3
8
年
3
月
、
買
収
と
同
時

に
神
社
台
帳
か
ら
抹
消
さ
れ
、
祭
神
も

王
子
稲
荷
へ
返
祭
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
そ
の
後
も
ず
っ
と
神
社
と
し
て
軍

や
村
人
に
信
奉
さ
れ
て
お
り
、
奇
妙
に

思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
高
木
日
記
の
明

治
弱
年
4
月
9
日
条
に
　
（
四
本
木
稲
荷

祭
礼
の
）
　
「
招
魂
祭
二
行
ク
」
　
と
い
う

記
事
を
発
見
し
た
。
こ
の
神
社
が
事
実

上
陸
軍
管
内
の
「
招
魂
社
」
　
（
英
霊
等
を

祀
る
戦
前
の
神
社
）
　
と
し
て
転
用
さ
れ

て
い
た
事
実
を
裏
付
け
る
記
述
で
あ
る
。

更
に
醍
醐
日
記
の
大
正
5
年
4
月
1
6
日

条
「
当
年
ハ
四
本
木
稲
荷
ハ
移
転
祭
礼

に
て
賑
か
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

旧
稲
荷
公
園
の
場
所
へ
移
転
し
た
時
期

を
推
定
す
る
手
掛
り
が
つ
か
め
た
。

こ
れ
ら
資
料
の
利
用
価
値
は
ま
だ
無

尽
蔵
に
残
さ
れ
て
い
る
。
農
業
や
商
店

の
状
況
、
家
の
呼
び
名
（
家
号
）
、
年
番
・

月
番
な
ど
集
落
組
織
の
運
営
等
々
、
今

後
も
じ
っ
く
り
調
査
し
て
い
き
た
い
。



第
四
五
〇
回
　
月
例
研
究
会
　
令
和
2
年
1
2
月
1
3
日
（
日
）

し
は
ん
ぎ
か
ら
よ
も
と
ぎ
へ

名
前
が
化
け
た
四
本
木
稲
荷

有

　

馬

　

純

　

雄

私
と
よ
も
と
ぎ

自
宅
と
会
社
周
辺
の
清
掃
活
動
を
数

年
前
か
ら
始
め
、
そ
の
中
間
に
あ
る
四

本
木
稲
荷
（
北
区
滝
野
川
3
1
6
1
）
　
の

境
内
東
の
沿
道
は
季
節
に
応
じ
て
落
葉

が
多
く
、
そ
の
清
掃
が
日
課
に
な
っ
て

い
た
。
境
内
の
管
理
整
備
は
近
隣
で
電

気
工
事
業
を
営
む
山
口
さ
ん
が
先
代
宮

司
（
代
表
役
員
）
　
よ
り
任
さ
れ
て
や
っ

て
お
ら
れ
た
が
、
広
大
な
境
内
は
一
人

で
は
荷
が
重
く
、
境
内
は
草
木
が
生
茂

り
鬱
蒼
と
し
て
い
た
。
見
か
ね
て
境
内

を
掃
除
し
よ
う
と
し
て
い
た
折
の
一
昨

年
の
1
2
月
1
9
日
、
拝
殿
入
口
横
に
「
代

表
役
員
変
更
の
お
知
ら
せ
」
と
の
文
面

が
貼
ら
れ
た
。

こ
の
度
、
四
本
木
稲
荷
代
表
役
員
熊

谷
克
子
氏
の
辞
任
に
伴
い
ま
し
て
、
新

た
に
菊
池
重
敏
が
代
表
役
員
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。
当
社
を
お
世
話
さ
れ
て
居
ら
れ
ま

す
方
、
御
手
数
で
す
が
左
記
ま
で
何
卒

御
連
絡
戴
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

神
道
大
教
本
局

乗
京
都
港
区
西
麻
布
4
－
9
－
2

1
月
早
々
に
私
が
出
向
い
て
現
況
を

お
聞
き
し
、
2
月
に
は
菊
池
管
長
ら
が

来
ら
れ
て
今
後
の
展
望
を
聞
か
せ
て
頂

い
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
が
経
過
。
今
年

1
月
よ
り
毎
月
1
3
日
に
月
次
祭
、
3
月

2
3
日
に
は
旧
暦
の
初
午
祭
、
そ
し
て
4

月
1
3
日
は
例
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
四

本
木
稲
荷
は
本
来
の
神
社
の
姿
を
取
り

戻
し
た
。
日
々
の
拝
殿
の
扉
の
開
閉
と

清
掃
は
私
が
請
け
負
い
、
神
官
は
常
駐

さ
れ
て
お
ら
ず
、
祭
礼
の
折
は
、
そ
の

神
道
大
数
本
局
よ
り
菊
池
管
長
ら
が
見

月
次
祭
に
向
か
う
た
め
拝
殿
前
の
鳥
居
を
潜
る
神
道
大
数
の
神
官

（

え
ら
れ
御
祈

祷
を
さ
れ
て

いる。荒
れ
て
い

た
境
内
は
昨

年

の

3

月

頃
よ
り
整
備

を
始
め
、
そ

の
後
た
く
さ

ん
の
方
々
の

ご
支
援
、
御

協
力
が
頂
き
、

誰
も
が
参
拝

し
や
す
い
境

内
と
な
っ
た
。

「
明
る
く
入

り
や
す
い
神

社
に
な
　
っ

た
」
と
周
辺

の
方
々
よ
り

（

ご
評
価
を
頂
い
て
い
る
。

四
本
木
稲
荷
神
社
は
、
本
会
会
報
の

第
1
1
2
号
（
平
成
2
6
年
5
月
）
　
に
高
木
基

雄
氏
（
王
子
田
楽
衆
）
が
「
七
軒
町
（
な

な
け
ん
ち
ょ
う
）
と
四
本
木
（
し
ほ
ん
ぎ
）

稲
荷
」
、
第
1
2
9
号
（
平
成
3
0
年
5
月
）
に

八
木
司
郎
氏
が
「
滝
野
川
四
本
木
稲
荷

の
奉
納
品
に
つ
い
て
」
を
報
告
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
応
え
あ
る
詳
細

な
内
容
で
あ
る
。
ま
た
「
北
区
史
　
民

族
編
」
　
の
「
滝
野
川
地
区
の
民
族
」
　
に

掲
載
さ
れ
、
当
社
の
経
緯
と
状
況
に
つ

い
て
触
れ
て
お
ら
れ
る
。
左
記
は
こ
れ

ら
の
資
料
と
本
会
の
榎
本
氏
よ
り
ご
教

授
い
た
事
を
も
と
に
纏
め
た
当
社
の
経

緯
と
状
況
で
、
拝
殿
内
に
資
料
と
し
て

置
き
参
拝
さ
れ
た
方
々
に
ご
自
由
に
お

持
ち
頂
い
て
い
る
。

当
社
の
祭
神
は
「
神
道
大
数
院
」
　
の

奉
斎
す
る
主
神
の
御
分
霊
、
並
び
に
「
四

本
木
、
世
基
祇
（
よ
も
と
ぎ
）
大
神
」
で
す
。

昭
和
2
9
年
6
月
に
宗
教
法
人
登
記
を
さ

れ
て
お
り
、
敷
地
は
国
有
地
で
す
。
（
神

道
大
教
院
は
全
国
の
約
1
3
0
の
教
会
や
神

社
を
包
括
す
る
教
派
神
道
の
一
つ
）

「
王
子
町
誌
」
（
昭
和
2
年
、
王
子
町
刊
）

に
拠
れ
ば
、
当
地
周
辺
が
明
治
3
8
年
に

陸
軍
の
吾
乗
場
　
（
「
ら
い
こ
う
ば
」
、
銃

弾
火
薬
の
製
造
工
場
、
後
に
造
兵
廠
瀧



野
川
工
場
と
な
る
）
と
な
る
前
よ
り
有
っ

た
無
名
の
小
網
が
源
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
そ
の
北
方
の
下
十
億
村
七
軒

町
（
現
・
十
条
台
、
十
条
駐
屯
地
正
門

付
近
）
　
に
、
四
種
の
樹
木
（
サ
ワ
ラ
、
杉
、

樅
、
椎
）
　
に
囲
ま
れ
た
王
子
稲
荷
分
社

の
　
「
四
本
木
稲
荷
」
　
（
し
ほ
ん
ぎ
い
な

り
）
　
が
古
く
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
明
治

3
8
年
に
そ
の
一
帯
が
陸
軍
砲
兵
工
廠
（
主

に
銃
砲
や
銃
弾
製
造
　
後
に
　
「
造
兵
廠
」

と
な
る
）
　
が
設
け
ら
れ
た
た
め
、
陸
軍

が
管
理
す
る
営
内
（
構
内
）
　
神
社
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
第
一
次
世
界
大
戦
を
き
っ

か
け
と
す
る
施
設
増
強
に
よ
り
、
敷
地

の
北
束
角
地
付
近
　
（
現
・
稲
荷
公
園
の

場
所
）
　
に
四
本
木
稲
荷
は
移
転
さ
れ
ま

し
た
。
当
社
敷
地
内
に
あ
る
多
数
の
鳥

居
や
灯
篭
、
天
水
桶
、
手
水
鉢
に
刻
ま

れ
た
　
「
火
工
廠
」
、
「
火
具
製
造
所
」
、
「
信

管
工
場
」
、
「
圧
延
工
場
」
、
「
銃
砲
製
造

所
」
、
「
精
器
工
場
」
等
の
文
字
は
、
砲

兵
工
廠
の
部
門
名
で
す
。
毎
年
、
4

月
に
は
招
魂
祭
と
神
社
祭
礼
が
周
辺
の

方
々
も
参
加
さ
れ
盛
大
に
執
り
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
　
（
高
木
助
一
郎
日
記
よ
り
）
。

当
社
に
つ
い
て
は
王
子
町
誌
に
　
「
小

詞
を
改
修
し
、
結
構
を
改
め
、
且
つ
当

時
の
銃
砲
製
造
所
長
先
導
と
な
っ
て
十

億
構
内
四
本
木
稲
荷
神
社
か
ら
神
霊
遷

と
あ
り
、
左
に
は
ふ
り
が
な
で
「
よ
も
と
ぎ
」
　
の
四

本
木
稲
荷
神
社

（

も
と
ぎ
」
　
と
呼
ば
せ
せ
基
祇

（
よ
も
と
ぎ
）
大
神
を
祀
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
4
0

年
代
中
頃
に
十
条
の
四
本
木

（
し
ほ
ん
ぎ
）
稲
荷
が
公
園
拡

張
工
事
に
伴
い
廃
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
社
殿
、
鳥
居

や
灯
篭
、
天
水
桶
、
手
水
鉢
、

狛
犬
等
が
当
社
で
あ
る
四
本

木
（
よ
も
と
ぎ
）
　
稲
荷
へ
移

転
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
そ
れ
ま
で
の
社
殿
が
境
内

南
に
移
設
さ
れ
、
摂
社
と
し

て
そ
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
に
、
梶
田
　
（
熊

谷
）
　
家
に
替
わ
り
当
社
の
包

括
団
体
で
あ
る
宗
教
法
人
神

道
大
教
院
本
居
に
よ
り
直
接

し
の
式
を
行
い
、
爾
来
四
本
木
稲
荷
神

社
と
称
す
る
の
で
、
祭
典
も
十
億
構
内

の
神
社
と
共
通
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
」
　
と
あ
り
、
造
兵
廠
構
内
に
は
南

北
　
（
十
億
、
瀧
野
川
）
　
二
つ
の
四
本
木

稲
荷
が
有
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

戦
後
、
両
社
は
陸
軍
の
管
理
を
離
れ

周
辺
地
域
の
方
々
に
よ
り
祀
ら
れ
ま
し

た
が
、
滝
野
川
は
梶
田
穣
園
氏
が
中
心

と
な
っ
て
神
道
大
教
派
の
神
社
と
な
り
、

四
本
木
（
し
ほ
ん
ぎ
）
　
の
四
を
世
、
本

を
基
、
木
を
被
と
文
字
を
移
し
替
え
、
「
よ

運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

梶
田
穣
園
氏
と
よ
も
と
ぎ

こ
の
文
面
の
作
成
途
中
、
境
内
社
務

所
の
片
付
け
の
最
中
に
貴
重
な
二
点
の

資
料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
つ
は
神
道
大
数
院
の
広
報
誌
「
神
道

の
友
　
昭
和
2
9
年
3
月
1
5
日
号
」
で
、
「
宗

教
法
人
設
立
公
告
」
　
の
頁
に
「
こ
の
た

び
神
道
大
数
の
被
包
括
宗
教
団
体
で
あ

る
左
記
教
場
が
宗
教
法
人
法
に
よ
る
宗

教
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
宗
教
法
人
法
第
1
2
粂
第
2
項
の

規
定
に
よ
っ
て
報
告
し
ま
す
　
昭
和
2
9

年
3
月
1
5
日
」
と
あ
り
、
複
数
の
設
立

者
の
一
つ
と
し
て
「
東
京
都
北
区
滝
野

川
三
丁
目
六
一
番
地
　
神
道
大
数
四
本

木
稲
荷
神
社
　
代
表
者
梶
田
穣
園
」
と

あ
っ
た
。
登
記
簿
謄
本
を
み
る
と
昭
和

2
9
年
6
月
2
3
日
が
法
人
設
立
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
手
続
き
上
の
事
と
理

解
し
、
目
的
に
は
「
こ
の
法
人
は
神
道

大
数
院
に
奉
斎
す
る
主
神
の
御
分
霊
並

び
に
世
基
祇
大
神
を
表
明
祭
神
と
し
て

奉
祀
し
惟
神
の
大
道
を
遵
奉
し
て
神
道

大
数
の
教
義
を
私
め
　
（
以
下
略
）
」
と
あ

り
、
「
し
ほ
ん
ぎ
」
を
「
よ
も
と
ぎ
」
と

呼
び
名
を
変
え
た
の
は
梶
田
穣
園
氏
で

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
が
神
社
に
隣
接
す

る
中
央
自
治
会
の
　
「
文
化
部
ニ
ュ
ー
ス

2
号
　
昭
和
2
6
年
7
月
8
日
号
」
。
「
私

は
あ
く
ま
で
小
公
園
を
希
望
す
る
」
と

し
て
大
平
豊
永
氏
が
記
し
て
い
る
。

先
日
来
、
文
化
部
及
び
会
員
皆
様
よ

り
多
数
、
遊
園
地
問
題
に
つ
い
て
お
間

合
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
答
え
致
し

ま
す
。
皆
様
も
ご
承
知
の
よ
う
に
当
町

付
近
に
は
小
公
園
と
し
て
八
幡
公
園
が

あ
る
の
み
で
そ
れ
も
甚
だ
狭
小
の
為
め

旧
三
町
内
の
子
供
さ
ん
を
満
足
さ
せ
得

な
い
た
め
昨
年
春
、
現
区
議
阿
子
島
氏



幸
い
、
こ
の
度

み
な
様
の
御
支
援

に
よ
り
区
議
会
議

員
に
お
送
り
頂
き

ま
し
た
の
で
皆
様

と
の
公
約
も
あ
り
、

早
速
造
兵
廠
内
に

小
公
園
設
置
の
為
、

調
査
致
し
ま
し
た

所
、
都
側
も
住
宅

建
設
す
る
に
付
き

そ
れ
に
供
す
る
小

公
園
と
し
て
、
自

然
公
園
化
さ
れ
て

い
る
稲
荷
神
社
境

内
を
残
置
す
る
と

の
事
で
私
と
も
非

常
に
結
構
な
事
と

に
、
旧
造
兵
廠
敷
地
内
に
グ
ラ
ン
ド
建

設
方
を
依
頼
致
し
ま
し
た
所
阿
子
島
は

旧
造
兵
廠
内
は
財
務
局
の
管
理
下
に
あ

り
、
す
で
に
そ
の
一
部
は
都
に
移
管
し

残
り
の
一
部
は
民
間
に
払
い
下
げ
と
し
、

東
京
都
と
し
て
は
、
住
宅
不
足
解
消
の

為
、
住
宅
敷
地
に
決
定
し
た
の
で
グ
ラ

ン
ド
建
設
は
の
ぞ
め
ぬ
が
、
小
公
園
位

は
出
来
る
様
に
な
る
と
の
お
話
し
で
あ

り
ま
し
た
の
で
其
の
後
の
協
力
方
を
願

い
置
き
ま
し
た
次
第
で
御
座
居
ま
す
。

存
じ
ま
す
が
、
而

し
約
四
百
坪
の
境
内
で
は
公
園
と
し
て

は
未
だ
十
分
で
な
い
の
で
此
の
際
出
来

得
る
限
り
敷
地
を
広
く
取
り
度
い
為
、

区
の
理
事
者
と
の
話
合
で
稲
荷
裏
敷
地

百
坪
住
宅
三
棟
分
を
他
に
移
し
て
頂
く

事
に
し
、
小
公
園
地
と
し
て
五
百
坪
を

残
す
話
合
い
も
成
っ
た
次
第
で
あ
り
ま

す。

丁
度
其
の
頃
、
梶
田
さ
ん
か
ら
稲
荷

神
社
復
興
奉
賛
会
と
称
す
の
を
造
り
合

せ
て
遊
園
地
の
設
置
と
云
う
事
で
署
名

（

運
動
さ
れ
た
由
、
私
も
心
か
ら
喜
ん
で

居
り
ま
し
た
処
、
梶
田
さ
ん
は
区
に
土

地
払
下
げ
方
を
請
願
致
さ
れ
た
と
聞
き
、

い
さ
さ
か
驚
き
公
園
敷
地
は
如
何
な
る

理
由
に
よ
っ
て
も
神
社
の
為
に
払
下
げ

ぬ
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

梶
田
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
私
共
に
お
出
で

下
さ
れ
協
力
し
て
く
れ
と
申
さ
れ
ま
し

た
が
、
私
と
致
し
ま
し
て
は
子
供
の
遊

び
場
を
個
人
の
所
有
地
と
し
て
取
扱
う

の
で
は
私
の
本
意
に
反
す
る
の
で
御
協

力
出
来
な
い
旨
お
伝
え
致
し
ま
し
た
。

其
の
後
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
神
聖

な
る
境
内
を
子
供
の
道
場
と
し
て
汚
す

事
は
出
来
な
い
と
申
さ
れ
た
由
、
甚
だ

残
念
な
事
と
思
い
ま
す
。
私
の
念
願
す

る
近
設
小
公
園
は
一
部
の
方
々
か
ら
の

支
配
を
受
け
ぬ
自
由
に
楽
し
く
遊
ん
で

頂
け
る
公
園
に
致
す
考
え
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
四
本
木
稲
荷
は
御
魂
と
申
す
の

も
無
く
勝
手
に
梶
田
さ
ん
が
堂
々
と
申

し
ま
す
か
地
寺
と
云
い
ま
す
か
　
　
こ
う

い
う
こ
と
を
考
え
て
梶
田
稲
荷
に
祭
ら

れ
と
の
事
で
す
が
、
都
及
区
の
許
可
等

も
な
く
此
の
様
に
梶
田
氏
の
考
へ
得
る

如
く
神
社
境
内
の
み
に
使
用
さ
れ
る
場

合
は
皆
様
の
御
趣
旨
に
反
す
る
事
と
存

じ
ま
す
の
で
其
の
節
は
皆
様
の
御
意
見

に
よ
り
あ
く
ま
で
小
公
園
を
希
望
し
神

社
は
他
に
移
転
さ
れ
る
よ
う
努
力
致
し

（

ま
す
。尚

小
公
園
地
施
工
着
手
に
つ
い
て
は

予
算
の
あ
り
次
第
で
速
に
皆
様
の
御
期

待
に
沿
う
よ
う
に
致
し
ま
す
。

こ
の
文
面
に
よ
れ
ば
、
陸
軍
の
兵
器

工
場
内
に
あ
っ
た
構
内
（
宮
内
）
　
神
社

の
四
本
木
（
し
ほ
ん
ぎ
）
稲
荷
の
敷
地

は
釣
棚
坪
あ
り
、
更
に
隣
接
す
る
土
地

皿
坪
を
加
え
た
釣
棚
坪
の
公
園
化
計
画

が
東
京
都
、
北
区
、
地
元
で
進
め
ら
れ

て
い
た
事
。
そ
れ
に
対
し
て
梶
田
穣
園

民
ら
が
稲
荷
神
社
復
興
奉
賛
会
の
名
の

も
と
、
旧
稲
荷
神
社
敷
地
の
全
て
を
譲

り
受
け
新
た
な
神
社
を
設
立
し
、
神
社

敷
地
内
の
空
地
は
子
供
の
遊
び
場
と
し

て
の
自
由
な
出
入
り
は
認
め
な
い
と
表

明
し
た
事
。
旧
神
社
に
は
御
魂
は
な
く

梶
田
氏
は
東
京
都
や
北
区
の
許
可
な
く

梶
田
稲
荷
を
祭
ろ
う
と
し
て
い
る
事
。

従
っ
て
梶
田
氏
へ
の
敷
地
譲
渡
に
は
反

対
し
、
旧
神
社
敷
地
の
公
園
化
に
速
く

対
応
し
た
い
の
で
支
援
頂
き
た
い
と
し

て
い
る
。

結
果
と
し
て
、
一
年
後
の
昭
和
㌘
年

7
月
3
1
日
に
都
有
地
と
な
っ
た
旧
神
社

の
敷
地
の
約
半
分
の
1
8
3
坪
が
「
区
立

四
本
木
児
童
遊
園
」
と
し
て
開
園
さ
れ
、

残
り
の
敷
地
が
国
有
地
の
ま
ま
神
道
大

数
四
本
木
　
（
よ
も
と
ぎ
）
　
稲
荷
神
社
と
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な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

梶
田
穣
園
氏
に
つ
い
て
の

記
録
は
な
く
、
逝
去
さ
れ

た
年
月
も
現
在
不
明
で
、
た

だ
拝
殿
前
の
鳥
居
裏
燈
篭
に

刻
ま
れ
た
名
前
の
み
で
あ
る
。

妻
の
梶
田
み
つ
　
（
美
津
子
）

氏
が
昭
和
4
6
年
2
月
3
日
に

代
表
役
月
に
就
任
さ
れ
て
い

る
が
、
5
1
年
5
月
2
7
日
に
逝

去
さ
れ
娘
の
熊
谷
克
子
氏
が

継
が
れ
て
、
令
和
2
年
2
月

2
5
日
に
神
道
大
数
院
の
管
長

で
あ
る
菊
池
重
敏
氏
が
代
表

役
員
に
就
任
さ
れ
て
い
る
。

当
社
が
十
条
台
の
四
本
木
稲
荷
の
社

殿
等
を
譲
受
し
た
経
緯
、
梶
田
穣
園
氏

の
経
歴
、
そ
し
て
当
社
を
支
援
さ
れ
た

役
員
、
氏
子
の
方
々
の
活
動
と
と
も
に

往
時
の
状
況
等
、
調
査
せ
ね
ば
な
ら
な

い
事
は
数
多
く
あ
り
、
今
後
、
発
表
の

機
会
が
有
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

境
内
に
は
、
歴
史
遺
産
と
言
っ
て
も

よ
い
陸
軍
関
係
者
か
ら
奉
納
さ
れ
た
数

多
く
の
も
の
が
あ
り
、
当
社
が
神
社
と

し
て
栄
え
る
と
共
に
歴
史
ミ
ニ
テ
ー
マ

パ
ー
ク
と
な
れ
ば
、
と
期
待
す
る
と
こ

ろだ。


